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1520年ビルバオ海上保険条例 (莱)
- 先駆的大西洋条例-

近 見 正 彦

Ⅰ 序

I 1520年ビルバオ海上保険条例 (莱)の意蔑

Ⅲ 同条例 (莱)のテクスト･試訳

Ⅳ 制定機関 ･不裁可理由 ･起草理由

Ⅴ 諸規定

Ⅵ 結

Ⅰ 序

本稿は,わが国をはじめ,多くの国々において,今なおその存在があま

り知られていない1520年のビルバオ海上保険条例 (莱)を紹介し,同時に,

その意義および内容について,若干の考察をしておこうとするものである｡

1369年10月22日にジェノヴァの ド-ジュ (doge)GabrieleAdornoに
1)

よって定められた保険条例を最古のものとし,以後,14世紀から15世紀中

葉にかけて多くの海上保険条例がジェノヴァ,フィレンツェ,ヴェネツィ

ア等のイタリア諸都市において定められたことは,周知のところであり,

たとえば,1390年頃のジェノヴァ条例,1393年5月9日付フィレンツェ条

例,1394年 3月17日付同条例,1401年2月2日付ジェノヴァ条例,1405年

12月のフィレンツェ条例,1407年12月31日付同条例,1408年 1月23日付ジ

1) テクス ト,試訳および内容については,拙稿 ｢1369年10月22日 Gabriele

Adornoの条例- 最古の保険条例- Jインシュアランス第3000号,昭和56
年,p.27以下および由 ｢イタリア初期の保険条例｣『保険学雑誌』第496号,昭
和57年,p.55以下を参照｡
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ェノヴァ条例,1419年12月23目付フィレンツェ条例,1420年頃のジェノヴ

ァ条例,1421年 5月15日付ヴェネツィア条例,1424年 6月8目付同条例,
2)

1434年8月27目付ジェノヴァ条例等を挙げることができる｡そしてまた,

14世紀にイタリアで生まれた海上保険が,地中海を東西に渡り,漸次スペ

インのバルセロナ等に伝わっていくのに歩調を合わせて,次第に海上保険

条例がバルセロナを始めとするスペインの各都市において多く定められる

ようになったことも,広く知られている｡

従来,スペインで定められた海上保険条例としては,1435年,1436年,

1458年,1461年および1484年のバルセロナ条例,1538年のブルゴス条例,

1556年のセビリア条例,1560年のビルバオ条例がよく知られているが,そ
3) 4)

の他にも1432年および1452年のバルセロナ条例を始め,幾つかのものがあ

り,15世紀中葉から16世紀にかけては,イタリアにおけると同じように,

スペインでも保険条例が百花練乱のごとく定められるに至るのである0

ところで,かかるスペインの諸条例は,詳細な検討は今後の研究を待っ

にしても,とりあえず大きく2つの条例群,すなわち1432年ないし1484年

のバルセロナ諸条例の地中海条例群と1538年ブルゴス条例,1556年セビリ

ア条例,1560年ビルバオ条例等の大西洋条例群に分けることができるだろ

う｡

その理由は,まず第 1に,上掲のように,一方は15世紀,他方は16世紀

と,定められた年代に明確な線引きが可能だからであり,第2には,定め

られた地が,一方は地中海沿岸都市であるのに対し,他方は,正確には大

2) 各条例の内容等については,拙稿,前掲イタリア初期の保険条例,p.55以下

を参照｡

3) 本条例のテクス ト,試訳および内容については,拙稿 ｢1432年バルセロナ最

古の海上保険条例｣ 『一橋論叢』第100巻第5号,昭和63年,p.1以下を参照O
4) 本条例のテクス トおよび試訳については,拙稿 ｢資料 ･1452年バルセロナの

海上保険条例｣ 『損害保険研究』第50巻第3号,1988年,p.113以下を参照｡な
お,バルセロナの一連の諸条例については,拙稿 ｢15世紀バルセロナにおける

海上保険契約 (Ⅰ), (Ⅱ-完)｣一橋大学研究年報 『商学研究』29および30.
1989年および1990年,p.19以下およびp.79以下を参照されたい｡
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西洋沿岸都市ということはできないにしても,いずれも地中海よりはむし

ろ大西洋により密接な関係を有していた都市であって,そのことは何らか

の形で条例の規制 ･整内容に深く影響を与えたと思われるからである0

セビリアは,いうまでもなくイベリア半島南西部,グァダルキビル川を

80knばかり下れば大西洋に通じ,ど)I,パオもまた,イベリア半島北部,.-ネ

)t'ビオン川を11knほど下ればビスカヤ湾,そして大西洋に通ずる都市であ

る｡さらに,ブルゴスは,マ ドリッドの北211knの内陸都市ではあるが,

中世スペインの主要な輸出品であっT=羊毛の一大集積地であり,この地に

集められた羊毛は,主にビルバオからビスカヤ湾,そして大西洋を経て,

フランドル等へ輸出されゼいたから,これもやはり大西洋により密接な関

連を有していたのである｡

かかる大西洋に密接な関係を有していた都市で定められた条例群,つま

り大西洋条例群は,地中海条例群がその規制 ･整対象を主として地中海を

航行する船舶およびそのような船舶に積載される貨物に関する保険として

いたのに対し,おおむね大西洋を航行する船舶およびそれに積載される貨

物の保険を規制 ･整対象としていた｡規制 ･整対象たる保険の被保険船舶

･貨物の航行 ･運送領域が,内海たる地中海であるかあるいは外海たる大

西洋であるかは,条例の規制 ･整内容に大きく影響したであろうこと,そ

して場合によっては規制 ･整内容が後者において一段と進化したことは,

容易に想像しろるところであり,今日の委付制度が ,1435年バルセロナ条

例第15条および第12条に本制度の前身たる推定ないし擬制制度 (System
5)

YonPrasumtionenbezw.Fiktionen)が定められていたにせよ,条例

史上初めて規定されたのが,_1538年ブルゴス条例であったこと,その一事

のみをとっても,上記想像の妥当性について,大方の納得を得ることがで

きるのではないだろうか｡

5) Goldschmidt,L.,UniversalgeschichtedesⅡandelsrechts,Stuttgart

1891,ErsteLieferung,S.377.
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ややもすると,これまでバルセロナの諸条例があまりに高く評価された

ためか,大西洋条例群の研究はないがしろにされがちであった｡ どちらか

といえば,バルセロナの諸条例にスポット･ライ.トがあまりにあてられす

ぎたために,大西洋条例群はその影に隠されてしまったきらいがなきにL

もあらずである｡しかしながら,近代海上保険立法として誉が高く,かっ

また18世紀ヨーロッパ海上保険立法にきわめて大きな影響を与えた1681年

ルイ14世の海事勅令にほとんど同じ形で受け入れられたギ ドン･ドゥ･ラ

･メールの編さんされたルアンが,直接にあるいはブリュージュを介して,
6)

スペイン,とりわけカステイリアと強く結びっいており,さらに何よりも

ギ ドン･ドゥ･ラ ･メールの編纂者とされているAntoineMassiasがル
7)

アンに移住したスペイン人の 1人であったことを考慮すれば,海上保険法

の継受関係上,大西洋条例群の有する地位は,バルセロナ諸条例に勝ると

も劣らない重要さを有するのであって,大西洋条例群の研究をおろそかに

することはできない｡

大西洋条例群の中で最も古いとされている条例は,これまでのところ,
8)

1538年のブルゴス条例である｡しかしながら,公に施行されたわけではな

いが,1520年のビルバオ海上保険条例 (莱)が存在するかぎり,大西洋条

例群の研究を始めるに当たっては,まずこれについて検討する必要があろ

う｡さもなければ,1538年ブルゴス条例の意義を正当に評価しえないばか

りでなく,大西洋条例群の研究,ひいては海上保険条例史の研究に重大な

遺漏をもたらす結果になってしまう｡

本稿は,上記のような理由で,とりあえず,1520年ビルバオ海上保険条

6) スペインとルアンの関係については,Sadourny,A.,Desdbbutsdela

guerredecentansa1aHarelle,HistoiredeRouen,directeparMollat,

M.,Toulouse,1979,p.99etsuiv.を参照｡

7) Sadourny,op.°it.,p.157.

8) 1538年条例の冒頭部分によれば,同年以前にブルゴスで保険条例が定められ

ていたらしいことを知りうるが二現在のところ,そのような条例の内容を明ら

かにしうる史料は発見されていないようであるo
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例 (莱)を紹介しつつ,その内容等について若干の考察をしておこうとす

るものであり,筆者の大西洋条例群研究の第一段階を成すものである｡

I 1520年ビルバオ海上保険条例 (莱)の意義

1520年ビルバオ海上保険条例 (莱)は,わが国はもとより,多くの国々
1) 2) 3) 4)

で今なおほとんど知られていない｡Pardessus,Reatz,Bensa,Salvioli,
5)

Goldschmidt等,海上保険法史研究の先達たちの著作に触れるところは
6) 7) 8) 9)

なく,また最近の Capmany,Boiteux,Spagnesi,Melis,Garcia i
10)

SanzおよびFerreriMallol等にも,本条例 (莱)への言及はない｡
ll)

そもそもこ,の条例 (莱)は,1913年 Te6filoGuiardyLarrauriが,

1) Pardessus,J.M_,CollectiondeloismaritimesanterieuresallXⅧ L.

si色cle,I-Ⅵ,Paris,1828-1845.
2) Reatz,C.F.,GeschichtedeseuropaischenSeeversicherungsrechts,

ErsterTheil,Leipzig1870;加藤著訳 『レアツツ欧州海上保険法史』昭和19

年｡

3) Bensa,E.,IIcontrattodiassicurazionenelmedioevo,Genova,1884;

塙訳 ｢E･ベンサ 『中世における保険契約の研究』日,⊂)｣『産大法学』第16
巻第4号および第17巻第1･2号,昭和58年,p.101以下およびp.256以下 ;同

訳 ｢E･ベンサ ー『中世における保険契約の研究- 資科一一月｣ 『神戸法学雑
誌』第33巻第3号,1983年,p.457以下｡

4) Salvioli,G･,L'assicurazioneeilcambiomarittim? nellastoriadel
dirittoitaliano,Bologna,1884.

5) Goldschmidt,a.a.0.

6) Capmany,A_.de,Librodelconsuladodelmar(edici6ndeltexto

originalcatalanytraducci6ncastellanadeA.deCapmany),Barcelona,
1965.

7) Boiteux,L.A.,Lafortunedemer,Paris,1968.

8) Spagnesi,E.,Aspettidell'assicurazionemedievale,A.N.I.A.,L'

assicurazioneinltaliafin°all'unitA,Milano,1975.

9) Melis,F.,Originiesviluppidelleassicurazioniinltalia(secoliXⅣ
-ⅩⅥ),Ⅰ,Roma,1975_
10) GarciaiSam-Z,~A.iFerreriMallol,M.-T.,Assegurancesicanvis

maritimsmedievalsaBarcelona,IiⅡ,Barcelona,1983.

ll) GuiardyLarrauri,T.,Ⅱistoriadelconsuladoycasadecontratacibn

deBilbaoydelcomerciodelavilla,Bilbao,1913,p.579etseqq.
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fa)i HistoriadelConsuladoyCasadeContrataci6ndeBilba.

ydelComerciodelaVillaに,これを収録.して,世に知れるところに

なったのだが,しばらくは本書が海上保険法史研究者にひもとかれる機会

はなかったらしい｡

しか しなが ら,1940年デューク大学の経済史助教授 RobertSidney
12)

Smithは,いち早 くGuiardyLarrauriに基づき,これに触れることに

なった｡ ただ し,それはわずか数行のことであった｡そして,1957年

ManuelBasasFernandezは,Revistadederechomercantil誌に掲

載 した40ページに渡る Contribucionalestudiodelseguromaritim｡
13)

enelsigloXⅥと題する論文の第 6章をこの条例 (莱)に当て,ややま

とまった言及をしたものの,やはりそれもわずか 3頁のことでしかなかっ

た｡その後,多くの斯学研究者が本案を見落とすことになったのは,かか

るためであったかもしれない｡

本条例 (莱)の意義は,すでに地中海沿岸都市では,1484年のバルセロ

ナ条例のように,きわめてまとまった海上保険条例が定められていたにも

かかわらず,大西洋により密接な関係を有する諸都市では,未だ海上保険

条例が定められることはなく,Smithや Basasが言うように,これが
14)

"Bilbao'sfirstmarineinsurancelaws"であり,"elprlmerCuerpO
】5)

legislativosobresegurosmaritimosqueata丘ealmundoatlAntico"

であることである｡

商業の中心が地中海世界から大西洋世界に移るにつれ,海上保険の中止､

12)Smith,R.S.,Thespanishguildmerchant,Durham,1940,p.79.

13) BasasFernandez,M.,Contribucionalestudiodelseguromaritimo

enelsigloXⅥ,Revistadederechomercantil,ⅩⅩⅣ,n血m.66,1957,p.
307etseqq.本論文は,BasasのEIconsuladodeBurgosenelsigloXⅥ
と題する学位請求論文における16世紀スペインの海上保険を扱った第3部の初

めの2章部分であり,また,この論文は,lbid.,EIseguromaritimoen

Burgos(sigloXⅥ),Bilbao,1963の第1章および第2章に転載されている0
14)Smith,op.ciL,p.79.

15)BasasFernandez,Contribucion°it.,p.318.
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も後者に移動していく｡あるいはブルゴス,セビリア,ビルバオといった

スペイン諸都市であり,あるいはブリュージュであり,またあるいはロン

ドンであって,スペインの大西洋条例群はもとより,かかる大西洋世界の

中で,今のところ,最も古い海上保険条例がこの1520年のビルバオ海上保

険条例 (莱)なのである｡

大西洋条例群が地中海条例群に比べ,一段と発展した内容を有していた

であろうことはすでに触れた｡このビルバオ海上保険条例 (莱)は,その

ような大西洋条例群の先駆であり,以後の大西洋条例群は,いわばこれの

延長線上に位置するのであって,本案の意義について,これ以上のことを

殊更述べる必要はおそらくないだろう｡

ただし,本条例 (莱)は案であって,条例そのものではない,という批

判がなされるかもしれない｡しかし,これはおそらくブルゴスとのあつれ

きから国王の裁可を得られず,条例として正式に公布 ･施行されるには至

らなかったが,実質的には,ど)i,パオの商人組合 (unibersydad)にお

いて,十分にその機能を果たしていたのであり,その限りにおいては,公

式の条例とほとんど変わりのないものであったのである｡本条例 (莱)の

内容が,1538年ブルゴス条例に若干の例外を除いて,ほとんどそのまま受

け継がれた事実は,実際の海上保険契約にこの条例 (莱)の規定が実質的

に適用されていた何よりの証左となろう｡したがって,これは実質上大西

洋条例群そして大西洋世界最古の海上保険条例であり,その意義について

疑問を差しはさむ余地はほとんどない,と思われるのである｡

Ⅲ 同条例 (莱)のテクス ト･試訳

1)
まず本条例 (琴)のテクス トおよび試訳を掲げよう｡

1520年ビルバオ海上保険条例 (莱)

1) GuiardyLarrauri,op.°it.,p.579etseqq.による｡ただし,試訳のキッ

コ-内は訳者の挿入である｡



716

En lanoblevilladebilvao

dentroenlacasadelcontarde

lasaveriasqueestaJuntOenla

ygliadelse負orsantantondela
dhavilla a dias delmes de

febreroa缶Odelnascimientode

nro salbadorxpro de mille

quinientoseveynte a丘oseste

diaestandoJuntOSen ladha

casa de averiassegun quelo
hamdeusoedecostumbrelos

se丘oresdiegorodrigodetrauco

fieldeloscapltaneSemaeStreS

emercaderesdelaunibersydad
de la dha villa de bilvao e

antonyo deGaballa emyn de

salbatierradiputadosdeladha

universydad een presenciade

ml myn urtlZ de yruixta

escribanodesusmagestadese

notariopublicoenlasucortee
en todos los sus reinos e

se負orioseescribanopublicodel
numerodeladhavilladebilvao

edelostestigosdeyusoescrip-
tos los dhos se氏Ores fiel e

diputadosdeladhaunibersydad

dixieron que mandaban e

mandaronajuanpzdebecique

endepresenteestabaeandador

queesdeladhaunibersydad

qualuegollamasealoscapi-
tanesemaestresemercaderese

tratantes de la dha villa de

bilvaoparaqueluegoseJun-
tasen en la dha casa deユas

averiasporquequerianabiare
esaminareconcertardehacer

algunoscapltulosehordenanzas

我 らがイエス ･キリス トの生誕

1520年 2月,誉高きビルバオ市の,

折に触れて上記ビルバオ市の聖アン

トニウス教会 に集 う 1acasadel

contardelasaveriasにおいて,

本日,慣例および慣習にしたがって,

上記 ビルバオ市 の商人組合(uni-

bersydad)の船長衆,船舶所有者

衆および商人衆の参事 (fiel)Diego

RodrigodeTrauco閣下ならびに

上記組合の代議員衆 (diputados)

AntonyodeCaballa閣下および

MyndeSalbatierra閣下の臨席の

下,閣下衆の記録官,王国議会およ

び全王国領 ･所領における公証人か

つ上記ビルバオ市および下に記され

た証人衆の正式な公的記録官である

私,MynUrtizdeYruixtaの面

前で,上記組合の参事および代議員

閣下衆は,そこに参列していた上記

組 合 の執 達 吏 (andador)Juan

PzdeBeciに,神と殿下衆そして

その利益に奉仕し,上記組合とその

商人衆のための諸条例 (algunos

capitolsehordenanzas)の起草

を開始,検討,決定することを望ん

で,上記 1acasa〔delcontar〕de

lasaveriasに直ちに集うべく,上
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quefuesenaserviciodediose

des11S■altezasedelbienepro

deladhauniversydadedelos

contratantesenellaeasyluego

porllamamientodeldhojuan

pzdeveciandadorvenieronese

juntaronenladhacasadelas

averiasmyndearrlagaalld,de

ladhavillaefranciscolopede

arvieto e myn xemenis de
vertendonaeochoamartinezde

gondraemynszdevarraondoe

hurtO.dearanaejuanlopezde

esanchomartinezdebilvaoe

ochoapzdeuriondoeynlgOde
～I

trau･coeJu-anmixaoteJuanpZ

landaGabalemyndegorgolloe

J_uansaezdecatelinagaeandres

devermeo e Juan de ariz e

andres de vilela e pedro de

noviaepedrodearexmendie

juanpzdeybayetaejuanochoa

de vertendona e pedro de

aguirreefernanszdela岳ribas

esantJuandeherqulnlgOemyn
■■-I

mynesdepgaoediegodevaト

Zenaediegodearanamaestres
emercaderesdeladhavillade

bivao//eluegoestandoansy

endejuntostodoslossobredhos

en ayuntamiento general los

dhosse免Oresfュele diputados
dixieron e hizieron saber a

todoslossobredhosqlleCOmO
ellosviensabianacallSadeユas

policasesegurosaviaavidoe

aviaeseesperabàaverpleytose

diferenciaseporquediosesllS

記ビルバオ市の船長衆,船舶所有者

衆,商人衆および家畜商人衆を即時

召集することを命じ,命ずべきこと

を命令 した｡したがって,執達吏の

上記 JuanPzdeV〔B〕eciの召

集により,直ちに上記lacasa 〔del

contar〕delasaveriasに,上記

市の MyndeArriagaAlld,｣二記

ビルバオ市の船舶所有者衆および商

人衆,FranciscoLopedeArvieto,

Myn XemenisdeVertendona,

Ochoa Martinez de Gondra,

MynSzdeVarraondo,Hurt.

de Arana, Juan Lopez de

Jauregui,PoDiazdeArbolan-

cha,SanchoMartinezdeBilvao,

OchoaPzdeUriondo,Y丘igode

Trauco,JuanMixaot,JuanPz

Landacabal, MyndeGorgollo,

Juan Saez de Catelinaga,

Andresde Vermeo,Juan de

ArtlZ,AndresdeVilela,Pedro

deNovia,PedrodeArexmedi,

Juan Pz de Ybayeta, Juan

OchoadeVertendona,Pedrode

Aguirre, Fernan Sz de la§

Ribas,SantJuan deHerqui一

色lgO,MynMynesdePgao,Die-
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altezasfuesenservidoseporque

losdhospleytosediferencias
nonoviesecercadellosdixieron

queseriabuenoquesefeziesen

ehordenasen capitulosehor-

denanGa cerca dello paraque

conformealosd♭oscapitulosy

hordenanGaayandepasarlos

dhossegurosecadallnOSabria

laformadellosporquesavidala
verdad conforme a las dhas

hordenanGaS e capltulos se

juzgaria edeterminariacerca
delloealacausanonavrialos

perjuiziose diferenciasy pot

endequeellosquisiesennom-

braraalgunosdelossusodhos

para可uelosqueansysenom-
brasen en uno con los dhos

se丘Oresfielediputadosfezieren

ehordenasenlosd♭oscapltulos

ehordenanGaSeanSyeChasse

lesdemostrariadequeforma

estaban echas' para que se

proveyesesobreelloloquese

debiadep一over//eluegotodos

lossobredhosdixieron queen
bazerlosusodhoheraservicio

dediosedesusaltezasevien

eprocomundeladhauniber-

sydadedelostratantesdelta//

yendedixieronqueparahaze一

los d♭os capitulos e horde-

nanGaS en uno COn los dhos

se負oresfiele diputados non-
braban e nombraron a fran-

ciscolopezdearvietoeamyn
xemenis▲de vertendona e a

fernanszdelasribaseamin

godeVarzenaならびにDiegode

Aranaが来集 し,しかして,一般

議会 (ayuntamientogeneral)に

上記諸衆全員が直ちに集い,上記参

事および代議員閣下衆は,上記諸衆

全員に,周知のごとく,保険証券

(poliGa)および保険 (seguro)

を原因として訴訟ならびに争いが

〔過去において〕生じ, 〔現在にお

いても〕生じ, 〔将来においても〕

生ずべきことが予想される旨を示し,

知らしめ,そして神と殿下衆の御心､

にしたがい,上記訴訟および争いが

保険証券および保険について生じな

いよう,条例が,それにしたがって

保険が行われるべく,起草され,命

Gられ,そして周知の通り,真実が,

同条例にしたがって,審理 ･判決さ

れ,それが原因で偏見 ･争いが生じ

ないよう,各自が保険の方式を熟知

することが望ましい旨を宣言した｡

したがって,上記閣下衆は,上記参

事および代議員閣下衆の同意を得て,

被任命者衆が同条例を起草し,命ず

るために,上記諸衆の若干名を任命

しなければならないこと,そしてこ

のことが,裁決されるべきが 〔しか

るべく〕裁決されるよう,従来の方
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degorgolloeajuaLnlopezde

Jaureguiea]uanpzdeybeyeta

eajuanochoadevertendonae

ajuanmixaot//queendelog
su_sodhosenu.noconlo§dhos

senoresfiele diputadoshor-

denen ehaganlo§dhoscapi-

tulos e hordenanzas segun a

ellosvienvistolesfu.erequ_esea
serviciodediosedesusaltezas

edevieneprodeladhauniver-

sydadedelostratantesdella//

alosqualesdhosnombradosen
unoconlosdhosse丘oresfiele

diputado.sdixieronquedabane

dieron po°erefacllltad en la

meJOr forma e manera que

podian edebian y losquales
sobredhosnombradosdixieron

queacetabaneacetaroneldho

cargosegundhoes//yfueron

presentesportestlgOS]uan P2:

deveciesanchodeGaballae

Juandesautuola.

法で,彼ら 〔被任命者衆〕に通知さ

れることを命じ,さらに,直ちに,

上記条例の起草が,神と殿下衆の御

心にしたがい,商人組合と同組合の

家畜商人衆の共同の利益に奉仕する

ことを宣言し,しかして,上記参事

および代議員閣下衆の同意を得て,

条例を起草するために,Francisco

LopezdeArvieto,MynXemen-

sisdeVertendona,FernanSz

deユasRibas,MュndeGorgollo,

JuanLopezdeJauregui,Juan

PzdeYbeyeta,Juan Ochoade

Vertendonaおよび JuanMixaot

を任命し,任命すべきことを命じ,

上記 〔被任命者〕諸衆が,上記参事

および代議員閣下衆の同意を得て,

十分考慮したように,神と殿下衆の

御心にしたがい,商人組合と同組合

の家畜商人衆の利益にしたがって,
ノ

上記条例を起草し,命ずることを命

令した｡ 〔上記閣下衆は,〕同被任

命者衆に,上記参事および代議員闇

下衆の同意を得て,かつて行うこと

ができ,今後行うべきよりも適切な

方式および方法で,権限と権能を与

えたことを宣言し,上記被任命者衆

は,宣せられたところにしたがい,
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losqualessobredhosse負Ores

fiel e diputados de la dha

universydad en uno con los
sobredhosnonbradosfezierone

hordenaroncercadelosusodho

loscapltulosslguientes.

Primeramentedixieronque

hordenaban e mandaron que

qualquierpersonadequalquier

calidadqueseaquesiquisiere

asegurarenqualquiermanera

queseaagoraporsobremer-

Caderiascomosobrenaofleyte

e aparejos della como sobre

qualesquiermercaderiasquese

hizieseeldho seguro aya de

correrdiezporcientoderisgo

sobre la dha nao fleyte e

aparejos dellalo sobre las

mercaderias sobre que se

hiziereeldhoseguroedende

arribalo quelavoluntad del

d♭oaseguradoquisierecontal

queflon corra memos delos

dhosdie∑porciento//esipor

cas°dequeseasihizieresobre

la aha nao fleyte e apareJOS
dellao sobrelasmercaderias

qu.eseasegurarennoncorriere

losdhosdiezporcientoquedel

talsegu_ro sepuedan repartir

hastaen cantidad queeld♭o

aseguradoplerdalosdiezpor

同職務を引き受けたことを宣言した｡

証人 として,JuanPzdeVeci,

SanchodeCaballaおよび Juan

deSautuolaが同席した｡

商人組合の上記参事および代議員

閣下衆は,上記被任命者衆と共に,

上記事項に関して,以下の条例を起

草し,命令した｡

〔第 1条〕 まず最初に,いかな

る国籍であると,いかなる方法であ

れ,保険されるいかなる貨物につい

てと同様,貨物ならびに船舶,運送

賃および船舶の革具について,保険

されることを望む者は,保険される

同船舶,運送賃および船舶の属具ま

たは貨物の危険の10/100を負担しな

ければならず,また,上記10/loo壱

下回る 〔危険を〕負担することにな

らないかぎり,被保険者の意思が望

むならば,10/100を超える割合 〔の

危険〕を負担しうることを命令した｡

保険される船舶,運送賃および船舶

の属具または貨物について, 〔保険

が〕かく行われる場合において,〔被

保険者が危険の〕10/100を負担しな

ければ,かかる保険から,金額上,

同被保険者がかく付保 した全額の
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Ciento de todo lo qlle anSy

aseguro e que aqu占llos se

repartanalosaseguradoresque

hizieron eldho segllrO Segu_n
cada uno hereda en el dllO

seguro y porque los que se

aseguraren tengan cuidado e

vigilanciadeponerverdadansy
enlatalnaocomoenlastales

mercaderias sobre que se

hiziereeldhoseguro.

ytendixielronquehordenaban

e mandaron qlle echo eltal

seguroosegurossean obligados

los dhos aseguradores a los

dhosaseguradosloquediosno

quierasialgun rriesgo dela

dhanaosomercaderiasoparte

dellas ansy aseguradas acon-

teciera depagarededesen-

volsarsegunedelaformae

maneraqueserezarelapoliGa

deldhosegurodeldi且qlleen

eliafirmarenlosdhosasegura-
dores dentro de ocho meses

prlmerOSSeguientesesialguna
escuridadodiferenciaodevate

enelquantotantosubcediereal

queseasegurarequeltalasegu-

radorseaobligadodelepagar

todoaquelloqueaseguf6dando

fianGaSlegasllamaseabonadas

aldhoaseguradoparaestara

derechoqllepagarAloquefuere

juzgaLdoenfind占losdhosocho

mesessegunsecontieneenla

poliGaSegundfee//equeesto

10/100を失うまで控除し,その金額

は,同保険を行った保険者衆に,同

保険において引き受けた各 〔引き受

け〕額にしたがって配分されること

とする｡けだし,保険される衆 〔被

保険者衆〕は,同保険がなされたか

かる船舶および貨物に,誠実さを付

与すべく,細心の注意を払わなけれ

ばならないからである｡

〔第 2条〕 さらに,かかる保険

が行われ,神の望まないこと, 〔す

なわち〕なんらかの危険が,かく保

険された船舶もしくは貨物またはそ

れらの一部に生ずるならば,同保険

者衆は,被保険者衆に,保険証券に

記載されている方式および方法で,

保険者衆が保険証券に署名した日か

ら続く最初の8ケ月以内に 〔保険金

を〕支払う義務を負う旨を命じたこ

とを宣言しかつまた命令する｡もし,

争いもしくは紛争または口論が,保

険されたことについて生ずるならば,

かかる保険者は,宣誓して,保険証

券に記載されたところにしたがい,

上記 8ケ月の終りに,判決されるべ

き金額を法律上当然に支払うべく,

被保険者に無条件かつ信用ある法的

担保を提供せしめて,保険した金額
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echo losJueZeShagan lo que
fueredejusticia.

ytenhordenaronemandaron

queenlossegurosqussehazen

sobre naos fleytese apareJOS

porevitardiferenciasquecada

diaacaescianentremaestrese

aseguradoresen可uelosmaesト

res piden que se les pague

algunasrozadurasperdidasde

algunos aparejosde lastales

naos sobre qu･e se haze血 los

dhos seguros en qualquier

manera que seafue acordado

porhevitarlasdhaspendencias

e poner claro las cosas que

ningunopuedapedirnilevalga

sipidiere otro dapno alguno

salbo aquello que cortaren o

echaren de la dha nao por
salbar la dha nao e las

mercaderias en ella cargados

eaquelloqueseaavydoeaya

poraveriagruesaalanaoea
las mercaderias en ella car一

gadasenonotracasa alguna

salboaquelloqueselecupiere

enlatalaveriagruesaaldho
maestreo mercaderes.

〔保険金額〕を被保険者に支払わな

ければならない｡しかして,裁判官

衆は,正義に基づき,このことを裁

判しなければならない｡

〔第 3条〕 さらに,船舶,運送

賃および属具につきなされた保険に

おいて,船舶所有者衆が,いかなる

方法であれ,同保険がなされたかか

る船舶の属具の腐敗損害について,

保険者衆に 〔保険金〕請求を行う場

合は,日々船舶所有者衆と保険者衆

との間で生ずる争いを避けるために,

そして同争いを避け,問題を明瞭に

するために,船舶およびそれに積載

された貨物を救助すべく属具を切断

し,それを船舶から投棄 した損害を

除き,その他いかなる損害も 〔保険

金の〕請求を行うことができず,た

とえ 〔保険金の〕請求があっても,

それは無効である旨了解されたこと

を命令した｡〔かかる属具の切断の場

合は〕船舶およびそれに積載された

貨物の共同海損 (averiagruesa)

として処理されるが,船舶所有者衆

または商人衆にとって,かかる共同

海損に含まれる場合を除けば,その

他いかなる 〔属具の腐敗損害も,保

険者は責めを負わない〕 ｡
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ytenhordenaronemandaron

queporquanto algunasvezes

acaesceque algunosmaestres
deれaost0.mansobresusnaos

tantoquenovalelanaoefleyte

ansyencanbioscomoenseguro

quesehazesobrelatalnaoen

talcas°quesehallarequeel

dho maestre tenga tomado

sobresllnaOeSeguradotodo

quelatalnaoelamitaddelos

fleytesvalenqueentalcas°si

dellacontecierealgoloquedios

nonquieraquelosseguradores

nonseanobligadosdelepagar

masdequantovalialatalnaoe

la mitad delfleytequetenia

descontandodellolosdie∑por

cientoqueldhomaestrehade

correrderiesgoyporsieldho

maestreenladhapoliぢaque

ansy hiziere del dho seguro

nonbrarelacantidaddeloque

vale la dha su nao que en

aquellacantidadquelnonbrare

levalgaeldhoseguroequelos

dhos segu.radores sepan el

prescionombradoenlapoliGa.

Otrosyhordenaronemanda-

ron quequalquierpersonade

〔第4条〕 さらに,冒険貸借に

おいても,かかる船舶に関してなさ

れた保険においても,船舶所有者衆

が,自己の船舶について,船舶およ

び運送賃が有しえない程の金額を取

得する場合が,往々にして生ずるの

で,かかる場合には,同船舶所有者

衆は,自己の船舶につき, 〔危険の

10/100の〕責任を負い,〔この10/100

を控除した〕かかる船舶の有する全

価値を付保することとし,そして〔運

送賃についてはその〕猪を付保する

こととして,そのような場合に,船

舶に神の望まないこと 〔すなわち危

険〕が生ずるならば,保険者衆は船

舶所有者の負担すべき危険の10/100

を控除し,〔その10/100を控除した〕

かかる船舶の有する価値および運送

賃の兄を超える額を〔保険金として〕

支払う義務を負わない旨を命令した｡

しかして,同船舶所有者が,保険の

かくなされた保険証券に,自己の船

舶の有する価額を記載し,保険者衆

が,保険証券に記載された価額を了

解するならば,同保険は,記載され

たその価額で有効であるとする｡

〔第5条〕 なおまた,現在本市

の市民であると,外国の地域の市民
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qualquiercalidad queseaque

cadaequandoalgunsegurofizie

一en en esta villa agora sea

vezinodelo defueraparteque
sometiendose a estas horde-

nanGaSealjuzgado defiele
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dehazerlaspoliGaSeCOnOSCi-
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albalafirmadodeltatasegura-
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lostestlgOSValgasegunpares-
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ytenhordenaronemandaron

quesieplascargazonesquese

hazen ansy de vinos como

azeyteshuvierealgunacorrizon

であると,いかなる国籍であれ,本

市において保険を行う者は,常に,

本市のこの条例ならびに参事および

代議員衆の裁決にしたがって,保険

証券を作成し,かつ,上記条例にし

たがい,証人により証明され,保険

者衆により署名された同保険証券ま

たは証書を呈示して,かかる保険〔の

内容〕について, 〔被保険者に〕了

知させなければならないことを命令

した｡ そして, 〔そのようにして作

成された保険証券は〕あたかも公証

人の面前でなされたと同様な価値を

有し,かつ,あたかも公証人の面前

で作成されたと同様な効力を有する

ことを命令する｡ 各自が,証人の面

前で,証明書としてまたは証書とし

て, 〔いずれとしても〕,保険証券

を作成するのは,自由であり,保険

者または証人衆の署名は,かかる保

険証券,証書,証人から判断される

べきところにしたがって,あたかも

公証人により作成されたと同様な効

力を有する,と判断されることとす

る｡

〔第 6条〕 さらに,ぶどう酒お

よびオリーブ油から成る積荷におい

て,いかなる方法であれ,かかるぶ
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どう酒またはオリーブ油に,漏損ま

たは積み付け 〔不良による漏損〕が

生ずるならば,同保険者衆は,かか

る貨物に生ずるかかる漏損について,

いかなるものも支払う義務を負わな

いことを命令した｡ただし,保険さ

れた〔被保険者〕が,漏損または 〔そ

のような〕損害が,偶然な出来事に

より同貨物に生 じたことを証明した

場合を除く｡かかる場合には,保険

者衆は 〔上に〕定められたところに

したがい, 〔義務を〕履行しなけれ

ばならない｡

〔第 7条〕 さらに,保険される

べき果実,秩,羊毛,石けん,織物,

毛織物および,いかなる種類であれ,

保険されるべきその他一切の貨物に

ついて,かかる保険者衆は,このよ

うな損害が偶然な出来事により同貨

物に生じないかぎり,保険されたか

かる貨物に生ずる損害に対して,何

ら支払う義務を負わないことを命令

した｡けだし,同貨物は,積み込ま

れている長い時間の経過により,損

害を被ったからであり,かかる損害

に対しては,保険者衆は責任を負わ

ない｡ただし,偶然な出来事による

場合は,そうではない｡
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〔第 8条〕 なおまた,船舶,逮

送賃および属具に関する保険は,月

単位および年単位でなされるので,

かかる保険は,保険者衆の署名した

一切のことならびに保険の書面 〔す

なわち保険証券〕および保険の書面

の解釈それ自体から判断されるべき

一切のことを負担する旨を了解する｡

ただし,後になされるべき解釈が異

なる場合は,これを除く｡

〔第 9条〕 なおまた,宣誓供述

書におけるように,証人の面前で,

かく作成されるいかなる保険証券ま

たは保険の書面もしくは証書は,こ

れらの内のいかなるものとも異なる

名称および他の 〔様式〕で作成され

ようとも,有効であり,あたかも訴

訟物において判決がなされたかのよ

うに,可能な最善の方式および方法

で,正当かつ適切な執行 〔力〕を有

することを命令した｡

Ⅳ 制定機関 ･不裁可理由 ･起草理由

本条例 (莱)は.上掲のように,商人組合の一般議会 (ayuntamiento

general)において,参事 (fiel)DiegoRodrigodeTraucoと代議員衆

(diputados)AntonyodeCaballa以下2名により任命されたFracisco

1) ayuntamientoは市吏員団と訳されることもある｡井上編 『南欧史』 (第 7

版)世界各国史5,昭和45年,p.241を参照｡
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LopezdeArvieto以下 8名の者が起草し,上記参事および代議員衆が命

令を下したものである｡

保険条例ではないが,当時ビルバオにおいて定められ,かつ国王の裁可
2)

を得て公布 ･施行された1531年の条例と比較するかぎり,本条例 (莱)は,

組合内において,正式な手続きを経ており,その限りでは,公式の条例と

何ら異なるところはなかった｡ただ国王の裁可がなされたか否かの相違が

あるにすぎない｡

イタリア初期の保険条例には,ドージェ(doge),ポデスタ (podesta)

等のコムーネあるいは都市の首長により定められたものと商業団体 (coレ

porazionemercantile)により定められたものがあるが,1432年ないし

1484年のバルセロナ条例が前者に属するのに対して,1520年ビルバオ海上

保険条例 (莱)は後者に属している｡

王の裁可が得 られれば,上記1531年条例のように,"elmuynoble

se丘ollicenciadoDiegodeVargascorregidoreveedorenestemuy
3) 4)

nobleemuyleaユcondado''といった,王国の官職 "corregidor"の者

の名が付加されただろうが,不幸にして裁可を得ることができなかったた

め,"corregidor"の者の名は見当たらない｡

ところで,本条例 (莱)が裁可を得られなかったことについては,次の
5)

ような背景が存在した｡

ビルバオは,スペイン北部,ビスカヤ湾からネルビオン川を11kmほどさ

2) GuiardyLarrauri,op.cit.,p.582etseqq.

3) GuiardyLarrauri,op.cit"p.582.

4) corregidorは,通常都市に任命されたaspecialkindofroyalmagistrate

であり,任期は一年,ただし重任が認められていた｡SuArezFernandez,L.,

TheKingdo甲･OfCastileinthefifteenthcentury,Spaininthefifteenth

century 1369-1516,editedby Highfield,R"translatedbyLbpez-

Morillas,F.M.,LondonandBasingstoke,1972,p.110,n.47.なお,井

上編,前掲書,p.241では都市総督と訳されているが,ここでは原語のままとした0

5) 1520年条例 (莱)が裁可されなかった背景については,Smith,op.cit▲,p.

67etseqq.が詳しいO
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かのぼった地に位置する,古くから外敵の襲撃に対する防御に適した天然

の良港として栄えた都市である｡しかし,この都市の繁栄は,その後背地

にあった中世スペイン最大の都市の一つ,ブ)I,ゴスの繁栄に大きく依存し

ていた｡

中世スペイン有数の輸出品であった羊毛は,カステイリア内陸部で市場

向けに用意され,MedinadelCampo等の定期市で商人に売られて,そ

れから中心的な集積地であったブルゴスヘ運ばれたが,ブルゴスは内陸都

市であったため,荷馬車によりビルバオに運ばれ,そこから年に-,二回

編成される輸送船団で,ブリュージュ等へ積み出されていたのであるo

当時,ブルゴスは羊毛集積地として最も勢力を有していた｡この地がこ

のように隆盛の域に達したのは,1484年以来,財政が逼迫していた王室が,

羊毛貿易に一つの光明を見,これを特に保護育成する政策をとったためで

あった｡ 実際,羊毛貿易は,やがて王室のかけがえのない収入源となり,

王室と牧羊業者は,互いにその利益を享受することになる｡ かかる羊毛貿

易の中心が,他ならぬブルゴスその地であり,その意味で,ブルゴスは王

室の期待の都市であったのである｡

ビルバオは,かかるブルゴスのいわば外港でしかなかった｡ そのために,

これら二都市は.明らかに主従の関係にあった｡ しかしながら,1492年の

ユダヤ人追放による羊毛市場の混乱後,この輸出体制の建て直しのために

ブルゴスに1494年コンスラー ド(consulado)の設立が認められた頃にな

ると,鉄山の開発による鉄鋼業- といっても,描,鉄索,針などの製造

業にすぎないが- これの繁栄とともに,ブルゴスの商人資本は,ビルバ

オに移っていくこととなり,両者の関係は悪化していく｡

もともとバスクとカステイリヤと民族を異にしていたため,表面上,輿

力関係に明白な差が存在 したかぎり,関係は良好であったが,これが互い

に括抗するようになると,互いの反目精神がにじみ出てくるのである｡ そ

れは,15世紀中葉に,ブリュージュにおいて,両者それぞれが独自の教会,

独自の商人組合を有していたことに如実に示されている｡
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ブルゴスは,ど)t'パオの台頭に危機感を抱き,いち早くコンスラー ド設

立の願いを提出し,その願いはかなえられた｡それは,1492年のユダヤ人

追放による羊毛市場の混乱を建て直し,羊毛輸出体制を再び再滑に機能さ

せ,もってブルゴス商人衆の利益を確保すると同時に,ブルゴス商業そし

て王国の繁栄を期するためであった｡

コンスラードの設立により,ブルゴスは,一定の条件の下で,一切のビ

スカヤ湾沿岸諸港からの船舶の航行に認可を与える権限を有することにな

ったが,それはもちろんビルバオ等の諸都市の受け入れられるところでは

ない｡そこで,1494年条例の改正を請願することとなり.それが認められ

て1495年および1496年の二度にわたって1494年条例は改正される土とにな

る｡その後,暫時,見かけ上は,ブルゴスとビルバオの関係は良好であっ

た｡

ブルゴスとビルバオがその間に生じる紛争を解決するために締結した一

連の書面による協定の最初のものは,1499年ブルゴスに,フランドル,ナ

ント,ラ･ロシュルおよびイギリス向けの羊毛積載船舶に認可を与える独

占的権限を認めたそれである｡ 当時,フランドル向けの羊毛積載船舶は,

年に一度船団を組んで航海していたが,本協定によりブルゴスのコンスラ

ードのpriorおよびconsul衆は,船団を組む諸船舶を選択する権限を有

することになった｡ただし,彼らはビルバオ船舶を数隻は選択しなければ

ならなかった｡一方,ビルバオは,ブルゴス商人のために船腹のy3は留保

しなければならなかったが,鉄鉱石および/または鉄製品の運送について

は完全な自由を得た｡

この協定は思いの外,直ちに新たな紛争の火種となり,1505年ビルバオ

は,ブルゴスがビルバオ船舶を排除しようとしている旨を訴え,国王はそ

れを容れて,ブルゴスにそのような独占的な仕方を思い止まるよう命令す

ることになる｡

ブルゴスと同様に,商人の利益の確保と商業の隆盛のために,コンスラ

ードを設立することはビルバオの悲願とするところであった｡それは,ブ
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ルゴスに対する対抗策の最も有効な方法でもあった｡ブルゴスにコンスラ

ー ドの設立が認められた後,ビルバオは,その設立の請願を行ったものの,

国王が認めるには至らなかった｡ しかし,1511年,やっと悲願は達成する｡

ビルバオにとって,それは,ブルゴスへの対抗上,とりわけ大きな成果で

あった｡ しかしながら,喜びもつかの間,翌1512年国王は,ブルゴスに,

フェンテラビアからコルニナの間にあるビスカヤ湾沿岸諸港の一切から羊

毛を船積みするについての独占権をカステイリア商人に与えるという,新

たな特権を認めることになる｡ この特権の授与は,ビルバオにとって死活

問題であった｡そこで,ビルバオは,ブルゴスによるその特権の適用が破

滅的な影響をもたらさないよう,その厳格な行使を緩和すべく,ブルゴス

の提案するほとんどすべての和解条件を受け入れることとしたのだが,15

20年海上保険条例 (莱)は,かかる状況の中で,定められたのである｡

この条例 (莱)には,ブルゴスに対するビルバオのせめてもの抵抗の意

味が込められていた｡ビルバオのコンスラー ド設立の悲願の基礎の一つに,

商事裁判権の確保があったことを考えれば,その最たるものは,裁判権が

ビルバオのコンスラ-ドにあることを定めた規定 (第 5条)にうかがうこ

とができる｡しかし,当然のことながら,この条例 (莱)をブルゴスが認

めるわけにはいかなかった｡おそらく,国王に裁可を与えないように働き

かけることとなり,つまるところ,この条例 (莱)は.公式的には裁可を

得られず,その効力を有することのないまま廃案の憂き目に遭うに至るの

である｡

といって,前にも触れたように,本条例 (莱)が単なる案でしかなかっ

たわけではない｡本条例 (莱)の規定の多くが,後の1538年ブルゴス条例

に採り入れられた事実を考慮すれば,本条例 (莱)の諸規定は,公には施

行されなかったものの,現実には,おそらく適用され,当時のビルバオに

おける海上保険契約は,本条例 (莱)に則って行われていたのである｡そ

の点で,本条例(莱)は,Smithが …Bilbao'sfirstmarineinsurance

laws"といい,Basasが "elprimercuerpolegislativosobreseguros
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maritimosqueata丘ealmundoatlAntico''というように,ど)I,パオ最
●■

古の海上保険条例であり,かつまた大西洋世界最初のそれでもあったのである｡

本条例(莱)の起草理由は, ｢保険証券 (polica)および保険 (seguro)

を原田として訴訟ならびに争いが 〔過去において〕生じ, 〔現在において

も〕生じ, 〔将来においても〕生ずべきことが予想される｣ために, ｢上

記訴訟および争いが,保険証券および保険について生じないよう｣に, ｢各

自 〔■に〕保険の方式を熟知｣させることであった｡

イタリア初期の保険条例を-ベつすると,一般的な制定理由を掲げてい

るものとより具体的な制定理由を掲げているものがある｡たとえば,1407

年のフィレンツェ条例は ｢コムーネおよび商業団体の明らかな利益のため
6)
に｣とし,一般的な制定理由を掲げたものの一つだが,他方1421年および

1424年のヴェネツィア条例は,それぞれ ｢保険者は,外国船舶の状態さら

にそれに積載された商品について,情報を有さず, 〔これの〕保険はただ

支出のみで,決して利益を生じず,かかる保険は市民および臣下の損害に

堕し,すべての者が危険および損害 〔をもたらす〕と考えうる外国船舶に

関する保険をヴェネツィア市民が行うことは,市民のとりわけ有害な慣習
7)

〔である〕｣, ｢ジェノヴァ人とカタロニア人およびフィレンツェ人とジェ

ノヴァ人の問に, 〔それぞれ〕争いがあり,その 〔影響〕力は特に海上に

広がっているので, 〔これに〕かかわらない配慮が望ましい｡したがっ-て

関与の原巨馴こなりうる外国人の保険について, 〔かかる保険は〕全く回避
8)

されるべきである｣として,より具体的な制定理由を掲げている｡

これら両極端のものに比べれば,1369年ジェノヴァ条例,1393年フィレ

6) Bonolis,G.,ContributoallastoriadelleassicurazioniinFirenze,

Archiviostoricoitaliano,5.set., ⅩⅩⅠ,1898,p.321;拙稿,前掲イタリ
ア初期の保険条例,p.62.

7) Stefani,G.,L'assicurazioneaVeneziadelleoriginiallafinedella

Serenissima,Ⅰ,Trieste,1956,p.229;拙稿,前掲イタリア初期の保険条例,

p.63.

8) Stefani,op.°it.,p.230;拙稿,前掲イタリア初期の保険条例,p.63.
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9)

ンツェ条例,1408年ジェノヴァ条例などは,どちらかといえば中間的な制

定理由を掲げており,制定理由一つとってみても興味は尽きない｡

条例がなぜ定められたかは,当該条例制定時におけるその地の保険取引

の状況を反映しており,1369年の最古のジェノヴァ条例の制定理由 (｢〔カ

ムビオおよび保険契約が,不法またはウスラ的であると主張されることに

よって,履行されなければ〕一般に同じような契約を行っているジェノヴ

ァ市民および商人に大きな損失および不利益を生じ,あるいはいかなる取

引も行われえず,船舶が航海しえないことを考慮して｣)~をみれば,当時,

保険はジェノヴァ市民 ･商人にかなりの程度浸透し,取引上不可欠な制度

になっていたこと,にもかかわらず,ウスラ的という理由で,履行を拒絶

する保険者が絶えなかったこと,それゆえ保険契約が有効な契約として広

く認められるには未だ至っていなかったこと,したがって,本条例は,保

険条例の歴史の中でもかなり早い段階で定められたと考えうることなどを

知りうるし,1393年のフィレンツェ条例の制定理由 (｢商人が非常にしば

しば大損失を被っていることへの配慮と,商人の信用と利益を入念に保護

するために｣)を読めば,当時フィレンツェでは,すでにかなりの程度の

保険取引が行われていたこと,しかしそれは商人にとり必ずしも利益を得

る取引ではなく,往々にしてきわめて大きな損害をもたらしていたことな

どをうかがうことができる｡

スペインでどうであるかといえば,スペイン最古の1432年バルセロナ条

例は ｢公益ならびに同市の市民,住民および同市において取引を行う商人
10)

の保障のために｣としているから,やはりバルセロナにおいても,保険取

9) 拙稿,前掲イタリア初期の保険条例,p.62以下を参照｡

10) Pelaez,M.J.,Cambiosysegurosmaritimosenderechocatalany

balear,Bolonia,1984,p.127 ;Perels,L.,L'apparition desprats,

changesetassurancesmaritimesdamslespaysdelaCouronned'

Aragon,Revuehistoriquededroitfrancaisetbtranger,4.S占r.,Ⅹ‡Ⅲ,

1945,p.284etsuiv.;拙稿,前掲1432年バルセロナ最古の海上保険条例,p･

585以下.
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引はしばしば商人に損害を与えていたし,また当地ではバルセロナ商人に

限らず,外国商人がこの地で広く保険取引を行っていたことが分る｡なぜ

商人が損害を被ったかについては,1435年条例が明らかに示すところであ

り,同条例は ｢船舶およびその他の小船舶を保険しならびに商品,物品お

よび財物を保険するについて,同市において引き続き生じうる一切の詐欺

および害悪,疑義ならびに論議を一掃するために,したがって被保険者の
ll)

みならず保険者の保護のために｣定められた,としている｡

スペインの保険条例は,保険契約に寄生する詐欺との闘いであったとい

われる｡確かにそうであった｡1435年バルセロナ条例のみならず1461年同

条例においても, ｢乱用が間接的方法および脱法 -.〔行為〕によりなされ,

かかる乱用の結果,同市の市民,商業団体の商人およびその他の者に大き
12)

な損害と不利益をもたらしているので--｣とされている｡

しかしながら,1520年ビルバオ海上保険条例 (莱)をみるかぎり,保険

契約を原因とする訴訟 ･争いはあったものの,詐欺的行為が広く行われて

いたかどうかは分らない｡むしろ,衣条例 (莱)は,裁判権の確立と,敬

締法規としていくつかの事項について規定することが主たる目的であり,

詐欺やビルバオ商人の被っている損失のために制定が急がれたものとは思

われない｡

Ⅴ 諸 規 定

本条例 (莱)の諸規定を通読すれば,これをおよそ①付保制限ないし強

制的自己保有に関する規定,②性質損害に関する規定,③保険金支払義琴

の履行期に関する規定,④保険証券の効力に関する規定および⑤その他の

規定の5つに分類することができる｡

ll) CapmanyydeMonpalau,A.de,Memoriashist6ricassobrela

marina,comercioyartesdelaantiguaciudaddeBarcelona,reed.,Ⅰ,

2.parte,Barcelona,1963,p.448.

12) CapmanyydeMonpalau,Memorias°it.,p.570etseq.
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まず第一に,付保制限ないし強制的自己保有 (obligatorischerSelbsト
1)

behalt)に関する規定として,第 1条および第 4条の規定を挙げること

ができるだろう｡

付保制限ないし強制的自己保有は,強制的一部保険 (obligatorische
2) 3)

Unterversicherung,seguroobligatorioparcial)あるいは強制的不担
4) 5)

保 (scopertoobligatorio,descubiertoobligatorio)ともいわれ,古

くから条例上法定されていたところであるが,スペインでは,最古の1432

年バルセロナ条例にこそ,そのような規定はなかったものの,1435年条例
6)

以後,1452年,1458年,1484年の各条例には定められていたし,さらにイ
7)

タリアでは,1420年頃のジェノヴァ条例にもかかる規定を見ることができ

る｡ Boscoの伝えるところでは, 1380年頃のジェノヴァ条例にすでに定
8)

められていたらしいが,本条例のテクス トを見ることのできない今では,

この点を確認することはできない｡
9)

また, Garcia iSanz iFerrer iMallolによれば,バルセロナで

I) Bruck, E., Das Privatversicherungsrecht, Mannheim･Berlin･

Leipzig1930,S.525;Ritter-Abraham,DasRechtderSeeversicherung,

Ⅰ,Hamburg1967,S.241.

2) Bruck-M611er,Kommentarzum Versicherungsvertragsgesetz,8.

Aufl.,Ⅱ.Berlin1980,S.373f.

3) PelAez,Cambioscit.,p.180.

4) Ferrarinl,S.,Leassicurazionimarittime,Milano,1981, p.280 ;

Silingardi,G.,Loscopertoobbligatoriocomestrumento ditutela

controlafrodeo negligenzadell'assicurato,LeordinanzediBarce-

lonadelXVsecolosulleassicurazionimarittime,acuradiRomanelli,

G.,Archiviogiuridico,CLXXXV,1973,p.132etseqq.

5) Pelaez,Cambioscit.,p.180.

6) 拙稿,前掲15世紀バルセロナにおける海上保険契約 (Ⅰ),p.84以下を参照｡

7) Bensa,IIcontrattodiassicurazione°it.,p.159;拙稿 ｢1420年頃のジェ

ノヴァの保険条例｣『一橋大学社会科学古典資料センター年報』No4,1984年,
p.10.

8) Boiteux,op.°it.,p.103.

9) GarciaiSanziFeHeriMallol,op.°it.,p.188.
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は1397年を境にして,以後付保制限が契約当事者の合意により行われたら

しく,例として,1397年 9月6日, 1399年 9月10日および同年10月1日付

の三契約が掲げられている｡

ところで,条例における付保制限規定を年を追って見ていくと,はなは

だ興味ある事実が浮かび上がってくる｡すなわち,1380年頃のジェノヴァ

条例では,船舶の価額の%を船舶被保険者は保有しなければならなかった

が,1420年頃の同条例では,それが%に下げられている｡そして,1435年

バルセロナ条例は,詳細な付保制限規定を置き,内国船舶について易,外

国船舶積載内国貨物について%,内国船舶積載内国貨物については兄を,

各被保険者の強制的自己保有としたけれども,1436年条例は,内国船舶,

内国船舶積載内国貨物および外国船舶積載内国貨物の付保制限を緩和し,

前2者については被保険者に何も強制的自己保有を課さず,外国船舶積載

内国貨物についてのみ,兄の保有を課した｡しかし,1452年条例は,原則

的に1435年条例の立場に戻り,1458年条例は,1452年条例の規定を受け継

いでいく｡そして,1484年条例になると,船舶および貨物のいずれである

と,内国人については-率にその価額のy8(ただし,外国人については3/4)

を被保険者の強制的自己保有とするに至るのである｡

一方,われわれは,ルイ14世の海事勅令第18条に,被保険者は原則とし

て財物の宛の危険を常に負担する旨定められていること,そしてその規定

は,ギ ドン･ドゥ･ラ･メール第2章第11条および第15章第3条の規定を

継受したことを知っている｡

かかる規定の継受関係を考えるとすれば,14814年バルセロナ条例ではV8

(外国人については%)であったから,ギ ドン･ドゥ･ラ･メールの当該

規定が,1484年条例を受け継いだとはいい難い｡しかしながら,前節のテ

クス トを見れば分るように,1520年のこの条例 (莱)では,実に10/100,

したがって‰が被保険者の保有とされているのである (第 1条)｡してみ

ると,少なくともかかる付保制限規定に関するかぎりでは,ギドン･ドゥ

･ラ･メール,そして海事勅令の当該規定に影響を与えたのは,1484年の



736

バルセロナ条例ではなく,むしろこの1520年の条例 (莱)であったと思わ

れるのであり,このことは,かかる規定のみならず,ひいては海上保険法

の継受関係を考えるとき,きわめて興味深い点といえるだろう｡

バルセロナでは,付保制限を超えて付保した場合,その超過部分は無効

であった｡ しかし,1520年の条例 (莱)第 1条が ｢貨物ならびに船舶,運

送賃および属具について,保険されることを望む者は,保険される同船舶,

運送賃および船舶の属具または貨物の危険の10/100を負担しなければな

ら｣ないとする一方, ｢金額上,同被保険者がかく付保した金額の10/100

を失うまで,控除｣するとしているから,バルセロナにおけると同様に,

ビルバオにおいても超過部分のみが無効とされていたのかどうか,必ずし

も判然としない｡

たとえば,保険価額を1000,付保制限を‰とした場合に,バルセロナで

は,被保険者が950の保険金額で保険契約を締結すれば,50が無効とされ

るのに対し,ビルバオでは,規定を文字通り読むかぎり,付保した全額の

950の施,すなわち95が控除され,保険契約は855についてのみ有効に存在

するにすぎないと解される可能性があるのである｡
10) ll)

1538年ブルゴス条例第50条 (Pardessusでは第 2条)が,超過部分を

無効とした上に,さらに価額の拓の罰金を科し,単に超過部分を無効とす

るよりも一層厳しい扱いをしていることに照らせば,その可能性が高いか

と思われるが,果たしてどうであろうか｡

また,本条例 (莱)は,第4条においても,船舶および運送賃について,

付保制限ないし強制的自己保有を定めている｡船舶については,第 1条と

大きく異なる点はないが,運送賃については,第1条を修正し,あらため

て%を付保制限ないし強制的自己保有と定めているのである｡とすれば,

第 1条の適用されるのは貨物保険および船舶の属具に関する保険で,船舶

10) GarciadeQuevedoyConcellon,EL,Ordenanzasdelconsuladode

Burgosde1538,Burgos,1905,p.243etseqq.

ll) Pardessus,Collectioncit.,Ⅵ,Paris,1845,p.141etsuiv.
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保険および運送賃保険には,もっぱら第4条が適用されることになり,第

4条の規定は,第 1条に対する特別規定としての地位を占めることになる｡

なお,付保制限ないし強制的自己保有について,複数の保険者が関与し

ている場合には,その無効ないし控除されるべき部分をどのように各保険

者に配分するかが問題となるが,第 1条によれば,あたかも重複保険にお

ける保険金額比例主義のごとく,各保険者の引き受けた保険金額に応 じて,

控除されることになっている｡

また,当時のビルバオでは,すでに船舶の評価済み保険が行われていた

こと,さらに船舶保険および運送賃保険は,それぞれ価額の‰および易を

保険金額として,締結されていたことは,第4条の示す通りである｡

ところで,付保制限ないし強制的自己保有を設ける理由として, ｢被保
12)

険者の利益を損害の防止にcoinvolgereす｣ること,あるいは ｢貨物の
13)

保存に対する被保険者の利益｣などが掲げられる｡本条例 (莱)第 1条に

おける ｢保険がなされたかかる船舶および貨物に,誠実さを付与すべく,

細心の注意を払わなければならないから｣という付保制限理由は,まさに

上記理由と,主旨において同一であり,かつての1435年バルセロナ条例に

おけるような,詐欺の防止 ･排除というあまりに中世的な理由をとりあえ

ず払拭しているものの,未だ完全に払拭したとはいえない｡けだし,第4

条は,被保険者が保険価額以上の保険金を受領するケースが多かったこと

を,理由として挙げているからである｡

第2の性質損害に関する規定は,衣条例 (莱)の第3条,第 6条および

第7条の三規定であるO

第3条は属具の腐敗損害,第6条はぶどう酒等の液体貨物の漏損,そし

て第7条は果実などの,偶然な出来事なくして時間の経過により生ずる損

害に対する保険者の免責を定めている｡

12)Silingardi,op.°it.,p.133.

13)Peliez,p.143etseq.
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奴隷に関する海上保険で,その死亡および疾病に対して,保険者が責任

を負わなかった規定が性質損害に関する規定であるとの主張もあるが,人

間の肉体以外の財物が保険の目的とされた保険において,性質損害に対す

る保険者の免責を定めた規定の最も古いものの一つとされていたのは,
14) 15)

1538年のブルゴス条例第78条 (Pardessusでは第29条)であり,本条に

はぶどう酒等の易損性貨物の損害に対する保険者の免責が定められていた｡

しかし,かかる保険者の免責について定めを置いたのは,1520年条例 (莱)

の方が古い｡その上,本条例 (莱)第 3条および第 7条に掲げられた免責

理由がほとんどそのまま1538年条例第29条にくり返されている点で,後者

は前者を継受したものと見ることができる｡

第 3の保険金支払義務の履行期に関する規定には第 2条のそれが妥当す

る｡ 本条によれば,同義務の履行方法ないし方式は,保険証券に記載され

ている通りとされ,これの履行期は,保険者が保険証券に署名した日から

8ヵ月以内とされている｡

1435年バルセロナ条例は,保険金支払義務の履行期について比較的詳細

な規定を置いた｡すなわち, ｢同評議員 ･長老衆は,一切のおよび各保険

者は,バルセロナで保険されたそれぞれの者に,保険がなされた船舶もし

くは小船舶または物品,商品もしくは財物に生じた損害,災厄,事故の確

かな情報がバルセロナに達する 〔日数〕を考慮して,それぞれ慣習的方法

による諸地域の距離に応じて,4または3ヵ月以内に,請求された保険金

の額またはその一部を支払う義務を負い,支払わなければならないことを
16)

命令する｡ --｣(第12条)と｡
情報伝達手段が未発達であ,;た15世紀においては,保険者が損害てん補

義務の有無および範囲を確認するのに時間が必要であったこと言うまでも

ない｡ために,このように定められることになったのであるが,どの地に

14) GarciadeQuevedoyConcellon,op.°it.,p.277.

15) Pardessus,Collectioncit.,Vl,p.180etsuiv.

16) CapmanyydeMonpalau,Memoriascit.,p.450.
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ついて ｢4または3ヵ月｣のいずれの期限が適用されるかは,慣習による

とされていたものの,実際上問題がなかったわけではない｡バルセロナに

ごく近い地域では,3ヵ月というのはあまりに長かったし,また場所によ

っては,3ヵ月および4ヵ月のどちらを適用すべきか問題が生ずる場合も

少なくなかった｡そこで,1452年条例は,一方で最短期限として2ヵ月を

設けると同時に,それぞれの期限の適用地域を明現して, ｢同評議員 ･長

老衆は,一切および各保険者は,バルセロナで保険された者に,本条例の

フォームに従い,保険された物に生じた損害または事故の確かな情報がバ

ルセロナに達する日数を考慮して,保険された物が運送されまたは輸送さ

れるべき地の距離に応 じて,2,3または4ヵ月以内に,請求される保険

金額またはその一部を支払う義務を負い,支払わなければならないことを

命令する｡すなわち,保険された物がカタロニア,バレンシアまたはマリ

ョルカ王国,メノルカおよびエイピサ内を運送され,輸送されるべき場合

には,同保険 〔金〕の支払は2ヵ月以内に行われ,保険された物が同諸地

域から〔他の諸地域に〕運送され,輸送されるべき場合には,同保険 〔金〕

の支払は3ヵ月以内に行われる｡ただし,ナポリ王国,シチリア王国,パ

ルバリアの王国またはマラガ王国を越えてはならない｡同 〔保険された〕

物がさらに遠いいかなる地域であれ.同諸地域からはるか以遠に運送され,

輸送されるべき場合には,同保険 〔金〕の支払は4ヵ月以内に行われる｡
17)
--｣(第10条)とすることになる｡そして本規定は,1458年条例第21条
および第22条,1484年条例第19条および第23条にほぼそのまま受け継がれ

ていくことになるのであった｡

かかる期限の起算は,今日とは異なり,バルセロナに損害の情報が達し

た日から原則としてなされた｡おそらく,保険者または保険者衆の内の一

人にそのような情報が達した日をもって,バルセロナに情報が到達したと

みなされたであろうが,それでは保険者の悪意的要素を排除し難く,客観

17) 拙稿,前掲資料 ･1452年バルセロナの海上保険条例,p.125以下.
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性を保ちえない｡しかして,1484年条例は,従前の慣習を廃し, ｢保険者
18)

衆またはその大多数の者に了知された 〔とみなされる〕時｣をもって起算

時とすることになるのである｡

しかしながら,ビルバオにおいては,保険証券に保険者が署名した日か

ら8ヵ月以内とされた｡今日の状況からいえば,きわめて珍妙であるが,

ビルバオ船舶積載の主たる貨物であった羊毛が5月および10月の定期市で

売買され,決済が同じく5月および10月の定期市の時になされていたため

に,このようなことになったのであろう｡

なお,訴訟にあたり,被保険者に担保を提供させて,保険者が保険金を

支払うのは,すでにバルセロナの諸条例にも認められていたところである｡

第4の保険証券の効力に関する規定としては,第 5条および第9条の規

定を掲げることができる｡

海上保険契約の創成期において,すでにこれは仲立人を介して締結され

ており,さらに公証人の手に成る公正証書により結ばれていたことが指摘
19)

されている｡ もちろん,1369年条例に見られるように,書面なしに本契約

を締結することは可能であったが,多くの商人衆は,契約の履行の確保お
20)

よび公正証書が種々の義務,ある場合には課税さえ免じられていたために,

かかる公正証書を頻繁に利用していた｡

とりわけ,詐欺の撲滅に腐心していたバルセロナは,1452年条例第7条

において ｢〔保険は〕バルセロナの公証人の権限で作成される公正証書の

下でなされなければならないことを命令する｡違反がなされる場合には,

同保険証券もしくは私署証書によるまたはその他の方法で 〔なされる〕か

かる保険は,裁判上であると裁判外であると,何も証明されず,それによ

って,保険される者は,保険が 〔締結される〕原因となる物が全部滅失し

または一部損傷するとしても,バルセロナまたはその他のいかなる地にお

18) 拙稿,前掲15世紀バルセロナにおける海上保険契約 (Ⅱ一完).p.199.

19) Bensa,op.°it.,p.58etseqq.ep.62etseqq.

20) Bensa,op.°it.,p.62.
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いて保険者に訴求することはできない｡保険証券もしくは私署証書により

またはその他の方法で同保険を引き受ける者は,保険すべき額と同等の額

の罰金,さらに同保険をなすことにより受け取るべき 〔保険料の〕額と同
21)

等の罰金を科せられる｣とし,保険契約は公正証書をもってなすべきこと,

私署証書でなされた保険契約は無効であることおよび違反の場合には,保

険者に保険金額と保険料の額を足した多額の罰金を科すことを定めている

(本条は1458年条例第 5条〔第 7条〕1484年条例第7条に継受されている)0

それゆえ,15世紀後半のバルセロナでは,保険契約は,公正証書をもって

なされなければならなかったが,やがて私署証書,とりわけ保険証券がこ

れに取って代わることになるのであって,1520年条例 (秦)は,条例史上,

まさにスペインにおけるかかる契機となるものであった｡

公正証書の作成には,各種の面倒がつきまとった｡しかし,その反面,

これは執行力を有するという,何ものにも代え難い大きな価値を有してい

た｡公証証書にのみ,執行力があるのであれば,慎重な保険者衆は,面倒

をいとわず,契約の確実な履行を強制するために,これを利用し続けただ

ろうが,私署証書,特に保険証券に執行力が付与されれば,公正証書は完

全に廃用に帰すことになる｡

本条例 (莱)第5条および第 9条は,保険証券のみならず,他の私署証

書にも執行力を付与することとし,条例の上で,従前の公正証書による契

約から私署証書特に保険証券による契約へ道を拓いた一つの画期的な規定

であったのである｡

同時に,1520年条例(莱)第 5条は,保険者は保険証券を作成し,これを

呈示し,被保険者に契約内容を了知させなければならないとしている｡こ

れは,訴訟原因となるべき契約内容の理解の齢酷を防止するためであった｡

本条例 (莱)第5条が,ビルバオにとり悲願であった商事裁判権の確保

を意図した保険に関する裁判権に関する定めを置いていた点については,

21) 拙稿,前掲資料 ･1452年バルセロナの海上保険条例,p.123以下.
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すでに触れた｡同条は ｢現荏本市の市民であると,外国の地域の市民であ

ると,いかなる国籍であれ,本市において保険を行う者は,常に,本市の

この条例ならびに参事および代議員衆の裁決にしたが｣う,としている｡

最後に,第5その他の規定として,第8条に触れなければならないが,

同条の規定は,それ程重要性を有するものではない｡本規定により,当時

ビルバオにおいては,船舶保険,運送賃保険および属具に関する保険は,

期間保険として行われていたことを知ることができるにすぎない｡

Ⅵ 結

以上述べたことから理解 しうるように,1520年ビルバオ海上保険条例

(莱)は,私法的規整というよりは取締法的規制としての性格を強く有し

ている｡したがって,海上保険条例の発展段階からすれば,かなり早期の

段階にあるといわねばならない｡ しかしながら,イタリア初期の保険条例

やバルセロナの諸条例がそうであるように,保険条例は,当初の取締法的

規制から私法的規整へと少しずっ進化するのであって,その点では,大西

洋条例,そして大西洋世界における先駆たる本条例 (莱)が,未だそのよ

うな取締法的規制に留まっていたのは,当然といえば,あまりにも当然の

ことなのである｡ しかし,それだからといって,本条例 (莱)の意義を過

少評価してはならない｡付保制限ないし強制的自己保有規定に典型的に見

られるように,1420年ビルバオ海上保険条例 (莱)がギ ドン･ドゥ･ラ･

メール,そしてルイ14世の海事勅令古手与えた影響には,小さからずのもの

があるからである｡もちろん,本条例 (莱)が直接影響を与えたわけでは

ないこと,いわずもがなであって,ブルゴス,ビルバオ,セビリア等の諸

条例を介して影響を与えたと考えられるのであり,本条例 (莱)とこれら

の諸条例,そして後者とギ ドン･ドゥ･ラ･メールとの関係などについて

は,別の機会に明らかにしたいと思う｡
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